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■大会プログラム

★受付：講堂棟入口付近

プログラム 開催時間 教 室

ポスターセッション（発表） 10：00～12：00

教育研究棟 4F

多目的実習室

B（A406）

会務総会 12：20～12：50

教育研究棟 4F

大講義室 4

（A436）

【基調講演】

主催者挨拶 大会実行委員長 臼井正樹 氏
13：00～13：05

講堂

講演：「精神保健の昨日・今日・明日」

篠崎英夫 氏（日本公衆衛生協会理事長）
13：05～14：00

【企画シンポジウム】

「精神障害者の地域生活を支える」

－ 在宅生活はどこまで可能になったか －

司会：吉浜文洋 氏（神奈川県立保健福祉大学）

シンポジスト：神奈川県立保健福祉大学大学院修了生 他

14：00～15：20

【理事会企画ワークショップ】

「対人援助学マガジン」は何をしてきたのか？

－ 執筆者、読者の考察 －

発表者：団 士郎 氏（立命館大学大学院応用人間科学研究科）

15：30～17：10

教育研究棟 4F

大講義室 6

（A445）

【企画ワークショップ 1】

DV 被害母子への支援の実態と可能性 － 福祉・心理・行政・

司法はいかに連携しうるのか －

企画・司会：安田裕子 氏（立命館大学衣笠総合研究機構）

発 表 者：渡邉佳代 氏（立命館大学心理教育相談センター）

川本静香 氏（立命館大学大学院文学研究科博士課程）

安田裕子 氏（立命館大学衣笠総合研究機構）

指 定 討 論：村本邦子 氏（立命館大学大学院応用人間科学研究科）

15：30～17：10

教育研究棟 4F

大講義室 7

（A452）

【企画ワークショップ 2】

対人援助者支援の一つのアプローチ

－ ドラマセラピーのグループワークとして －

発表者：尾上明代 氏（立命館大学大学院応用人間科学研究科）

15：30～17：10

教育研究棟 4F

社会福祉援助

技術実習室

（A409）
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【企画ワークショップ 3】

発達障害をもつ子どもの親の障害受容プロセスの検討

－ ナラティブ分析とライフラインメソッド －

企 画：荒木穂積 氏（立命館大学大学院応用人間科学研究科）

報告者：荒木穂積 氏（立命館大学大学院応用人間科学研究科）

障害受容プロセスのとらえ方について

竹内謙彰 氏（立命館大学大学院応用人間科学研究科）

M-GTA による分析の報告

荒木美知子 氏（大阪女子短期大学）

LIM を用いた事例の報告

15：30～17：10

教育研究棟 4F

大講義室 9

（A454）

【口頭発表（研究報告）】

会場 A グループ

15：30～17：10

（1 人 20 分程度）

教育研究棟 4F

大講義室 4

（A436）

スクール・トリアージを用いたスクール・カウンセリング

－ 包括的生徒指導・教育相談の観点から －

発表者：枝廣和憲 氏（広島大学アクセシビリティセンター）

（広島大学大学院教育学研究科博士後期課程）

傷ついた男性性からの回復

発表者：國友万裕 氏（同志社大学）

中村 正 氏（立命館大学）

障害児支援における記録用紙「ヒトマト」導入の効果

－ 支援員の障害児支援に対する「援助・援護・教授」機能に

着目して －

発表者：石幡 愛 氏（NPO 法人クリエイティブサポートレッツ）

（東京大学大学院教育学研究科）

田中保帆 氏（NPO 法人クリエイティブサポートレッツ）

乾 明紀 氏（立命館グローバル・イノベーション研究機構）

訪問介護事業におけるサービス提供責任者を中心とした組織

改革（中間報告） － ヘルパーの能力開発と利用者の QOL

拡大を目指して －

発表者：乾 明紀 氏（立命館グローバル・イノベーション研究機構）

望月 昭 氏（立命館大学）

植島 淳 氏（株式会社アワハウス）

岸本光平 氏（株式会社アワハウス） 他
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【口頭発表（研究報告）】

会場 B グループ

15：30～17：10

（1 人 20 分程度）

教育研究棟 4F

大講義室 5

（A437）

ミッションとしてのヒューマンサービス

－ 大学設置 10年を振り返って －

発表者：新保幸男 氏（神奈川県立保健福祉大学）

障碍のある人とない人との芸術活動における援助者と非援助者

との関係性の問題点

発表者：牛若孝治 氏（立命館大学大学院先端総合学術研究科

後期博士課程）

身体表象によるコミュニケーションの実現

－ ドイツ表現舞踊の理論と実践の観点から －

発表者：照井夕可里 氏（日本大学大学院文学研究科）

【懇親会】 17:20～18:20 食堂


